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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
市
は
、
空
き
家
の
適
正
な
維

持
管
理
や
利
活
用
に
向
け
た
各

種
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
実
態

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
、
本
年
八
月
か
ら
平

成
三
十
一
年
度
ま
で
の
３
カ
年

に
わ
た
り
、
市
街
化
区
域
な
ど

の
家
屋
が
密
集
す
る
地
区
を
優

先
し
て
行
う
予
定
で
す
。

　
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
市
で

委
託
し
た
調
査
員
が
、
近
隣
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
、
空
き

家
と
思
わ
れ
る
住
宅
や
店
舗
な

ど
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
全
域
の
空
き
家

　
と
思
わ
れ
る
住
宅
や
店
舗
な

　
ど

▼
内
容
　
外
観
調
査
や
写
真
撮

　
影
、
所
有
者
調
査

※

調
査
員
が
、
み
だ
り
に
敷
地

　
内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
あ
り

　
ま
せ
ん
が
、
居
住
や
使
用
の

　
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、
玄

　
関
先
や
呼
び
鈴
が
あ
る
位
置

　
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

※

調
査
員
は
、
市
発
行
の
証
明

　
書
を
携
帯
し
て
お
り
、
金
銭

　
の
要
求
や
物
品
の
販
売
を
行

　
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

空き家の実態調査を実施空き家の実態調査を実施
８月から８月から

大規模災害時における労働・社会保険
等の相談に関する協定書を締結

被災者の生活基盤確保など
を目的に協定を締結

　市は、５月17日に、福島県社会保険労務
士会と同協定を締結しました。
　同協定に基づき、大規模災害時に、被災
された方に対して、雇用保険の手続きの仕
方等の労働に関する相談や、健康保険証・
年金手帳の再発
行の仕方等の健
康保険・年金に
関する相談など
の支援が行われ
ることで、生活
基盤の確保や生
活の安定を図っ
ていきます。

○
お
問
い
合
わ
せ

　住
ま
い
政
策
課

　☎
22
・
1
1
7
8

空き家と住まいの相談会を開催
　空き家の管理・解体・相続・トラブルな
どの相談に、専門家がお答えします。
▶とき　７月22日㈯　13時～16時
▶ところ　産業創造館
▶対象　空き家を所有している方など
▶申し込み方法　同課へ☎で

災害時における被災動物（ペット）対
策に関する協定を締結

被災動物（ペット）対策を図る
ため協定を締結

　５月19日に、市と公益社団法人福島県獣
医師会、福島県、郡山市の４者で、同協定
を締結しました。
　同協定に基づき、災害時に、緊急的な動
物保護施設の設置や飼育・管理、けがをし
た動物の診療施設への受け入れ、被災動物
に関する情報収集・提供などが行われるこ
とで、動物
による人へ
の危害防止
や、動物の
健康・安全
を保持して
いきます。
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総
合
磐
城
共
立
病
院
で
は
、

来
年
十
二
月
の
新
病
院
の
開
院

を
契
機
に
、
名
称
を
変
更
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
、

新
病
院
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
新
た
に
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
名
称
と
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
病
院

を
応
援
し
て
く
れ
る
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

○
名
称

▼
要
件　
次
の
要
件
を
全
て
満

　
た
す
も
の　
①
病
院
の
基
本

　
理
念
や
基
本
方
針
に
則
し
て

　
い
る　
②
市
内
の
他
の
病
院

　
名
と
同
一
で
な
い

▼
応
募
数
　
一
人
２
点
ま
で

　
（
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１

　
点
ま
で
）

○
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

▼
要
件　
次
の
要
件
を
全
て
満

　
た
す
も
の　
①
病
院
の
基
本

　
理
念
や
基
本
方
針
に
則
し
て

　
い
る　
②
新
病
院
の
イ
メ
ー

　
ジ
や
機
能
な
ど
と
調
和
し
た
、

　
親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン　

　
③
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未
発
表　

　
④
色
数
は
自
由
だ
が
、
黒
色

　
の
使
用
を
可
能
な
限
り
控
え

　
て
い
る　
⑤
単
色
や
モ
ノ
ク

　
ロ
、
拡
大
・
縮
小
で
の
使
用

　
を
考
慮
し
て
い
る

▼
応
募
数　
一
人
何
点
で
も
可

　
（
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１

　
点
ま
で
）

○
案
内
（
共
通)

▼
応
募
方
法　
同
病
院
、
本
庁

　
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
各
支

　
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
に
備
え
付
け
の
応
募
用

　
紙
（
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
も
入
手
可
）
に
記
入
し
、

　
〒
９
７
３
―
８
５
５
５　
内

　
郷
御
厩
町
久
世
原
16　
病
院

　
建
設
課
へ
（　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
可
）

▼
応
募
期
限　
７
月
31
日
㈪
消

　
印
有
効

※

同
病
院
一
階
の
応
募
ボ
ッ
ク

　
ス
に
も
提
出
で
き
ま
す
。
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○
お
問
い
合
わ
せ

　総
合
磐
城
共
立
病
院
病

　院
建
設
課
計
画
推
進
室

　☎
26
・
3
0
0
6

新
病
院
の
名
称・シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

募
集

先進的かつ環境と調和した外観

　
　
　
　
　
　keikakus

uishin@
city.iw

aki.fuk
ushim

a.jp

見通しが良く分かりやすい外来受付

開放的な吹き抜けを配置した玄関ホール

表彰 市民スポーツ栄誉賞
　６月１日、本市出身
の半谷静香さんに、市
民スポーツ栄誉賞を授
与しました。
　表彰により、昨年開
催された「リオ2016パ
ラリンピック競技大
会」柔道女子48キロ級
（視覚障害）に、日本
代表として出場し、５
位入賞を果たした功績をたたえました。
　２大会連続でパラリンピック競技大会に出場
しており、東京2020パラリンピック競技大会へ
の出場など、さらなる活躍が期待されます。

表彰を受けた半谷静香
さん

はん　がい　しず　 か
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連
載
シ
リ
ー
ズ

具
体
的
な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
に
な
い
中
小
企
業
等
支
援
の
モ

　デ
ル
を
構
築

　
ま
た
、
市
や
民
間
団
体
な
ど
の
関
係
機
関

が
連
携
し
て
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る
強
い
中

小
企
業
等
を
創
出
す
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

支
援
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
関
係
機
関
が
原
資
を
持
ち
寄

り
、
中
小
企
業
等
に
対
し
て
伴
走
型
支
援

（
＊
）
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
官
民
で

原
資
を
持
ち
寄
り
支
援
す
る
取
り
組
み
は
、

全
国
初
の
試
み
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

先
を
行
く
姿
勢
を
維
持
し
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
、
本
市
独
自
の
支
援
モ
デ
ル
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
と
未
来
を
支
え
る
中
小
企
業
等
が
輝
き
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
が
総
力
を
挙
げ

て
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
の

で
す
。

　
市
内
の
企
業
の
大
半
を
占
め
て
い
る
中
小

企
業
等
の
減
少
は
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く

上
で
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
会
議
に

　よ
る
支
援

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
八

年
四
月
に
施
行
し
た
「
市
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
条
例
」
に
基
づ
き
、
同
年
七
月

に
「
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
会

議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
会
議
で
は
、
中
小
企
業
等
の
振
興
に
向

け
、
情
報
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
を
磨
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
連
携
す
る
仕

組
み
や
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
共
通

認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
、
い
わ
き
商
工
会
議
所
と
金
融
機

関
が
、
い
わ
き
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
ほ
か
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り

創
業
支
援
事
業
計
画
が
拡
充
さ
れ
る
な
ど
、

○
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
減
少
が
課
題

　
本
市
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

バ
ッ
テ
リ
ー
産
業
の
振
興
な
ど
、
本
市
を
け

ん
引
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
成
長
・
発

展
を
促
進
す
る
取
り
組
み
も
必
要
で
す
が
、

生
活
関
連
産
業
を
担
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

（
以
下
「
中
小
企
業
等
」
）
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
に
よ
り
、
従
業
員
・
後

継
者
不
足
や
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
縮
小
、
売
り
上

げ
減
少
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
企
業
は
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
い
わ
き
商
工

会
議
所
が
、
平
成
二
十
七
年
に
市
内
の
企
業

約
千
六
百
社
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
約
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
五
百
六
十

社
）
が
、
将
来
的
に
廃
業
を
予
定
し
て
い
る

と
回
答
し
ま
し
た
。
　
　

＊伴走型支援
　商工団体、金融機関、専門家など
が一体となり、市内の中小企業等に
寄り添いながら、人材不足や販路の
確保、事業承継などの課題解決を支
援

買い物などの暮らしを支える中小企業等

効果的な支援策や仕組みの構築などについ
て議論

未来を拓く
ひら

いわきの 中小企業・小規模企業
支援生 業

な　り 　　　　　　わ　い
vol.４

※預託実効線量は、体内から受ける内部被ばく線量の累積線量（成人は50年、子どもは70歳まで）。

〈表２〉甲状腺検査（本格検査）の結果【平成29年３月31日現在】

〈表１〉内部被ばく検査結果【平成23年11月21日～平成29年３月31日】

判定内容

計

該当者数

Ａ
判
定

１判定
（結節やのう胞を認めなかったもの）
２判定
（5.0㎜以下の結節や20.0㎜以下ののう胞を認めたもの）

Ｂ判定
（5.1㎜以上の結節や20.1㎜以上ののう胞を認めたもの）

※一次検査でＢ・Ｃ判定となった場合には、二次検査が行われます。二次検査の結果については、市ホー
　ムページをご覧ください。

Ｃ判定
（甲状腺の状態等から判断し、直ちに二次検査を要するもの）

16,909人(37.4%)

27,976人(61.8%)

377人(0.8%)

0人(0.0%)

45,262人(100.0%)

検出受検者数

120,446人

預託実効線量
1ミリシーベルト未満

120,446人(100.0%) 1,170人(1.0%)

うち不検出

119,276人(99.0%)
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○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
所
総
務
課
放
射
線

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
27
・
8
5
6
0

　ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査

は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
食
事

な
ど
を
通
じ
て
体
内
に
取
り
込

ま
れ
た
放
射
性
物
質
の
量
を
測

定
す
る
検
査
で
す
。

　市
が
昨
年
度
末
ま
で
に
実
施

し
た
検
査
の
結
果
、
受
検
者
の

預
託
実
効
線
量
は
、
全
員
が
一

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
で
あ
り
、

健
康
に
影
響
が
及
ぶ
数
値
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
〈
表
１
〉
。

　本
年
度
の
内
部
被
ば
く
検
査

は
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
お
り
、
検
査
の
対

象
地
区
な
ど
に
つ
い
て
は
、
順

次
、
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　検
査
は
無
料
で
、
検
査
結
果

は
測
定
後
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す

の
で
、
定
期
的
に
受
検
し
、
長

期
に
わ
た
る
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　県
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
生
涯
に
わ
た
り
見
守
る
た
め
、

甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
甲
状
腺
検
査
は
、
一
次
検

査
後
、
結
果
に
応
じ
て
二
次
検

査
を
行
う
検
査
方
式
で
す
。

　本
市
で
は
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
二
十
五
年
度
に
か
け
て
、

甲
状
腺
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
の
一
回
目
の
検
査
（
先
行
検

査
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
平
成
二
十
七
年
度

に
は
、
甲
状
腺
の
状
態
を
継
続

し
て
確
認
す
る
た
め
、
二
回
目

の
検
査
（
本
格
検
査
）
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
検
査
結
果
は

〈
表
２
〉
の
と
お
り
で
す
。

　本
年
度
、
三
回
目
の
検
査

（
本
格
検
査
）
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
県

か
ら
検
査
の
お
知
ら
せ
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

内
部
被
ば
く・甲
状
腺
の
検
査
結
果

内
部
被
ば
く・甲
状
腺
の
検
査
結
果

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
放
射
線
健
康
管
理
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
放
射
線
健
康
管
理
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総合保健福祉センターで実施している
内部被ばく検査
総合保健福祉センターで実施している
内部被ばく検査

本年度実施される甲状腺検査本年度実施される甲状腺検査

お
知
ら
せ
し
ま
す

内
部
被
ば
く
検
査

甲
状
腺
検
査


